
“わか杉っ子の「キャリアノート」”（秋田わか杉「キャリアノート」）等の活用事例

学校名 上小阿仁村立上小阿仁小学校

１ 本校における活用のねらい

本校では，体験を重視した心揺さぶる活動を通し，「わたしたちの村はわたした

ちの手で」を合い言葉に，村を知る活動，村を見る活動，職業について考える活動

を３本の柱として，キャリア教育を推進している。そこで，活動の事前事後の自分

の変容を捉えることや，学期の区切りや年度の終わりなどに自己を振り返ることを

ねらいとしてキャリアノートを活用している。

２ 活用の仕方

・年度の初めに，学級目標と連動した自分のめあてを設定する。

・項目ごとにめあてを書くだけでなく，作文などを貼付して，気持ちも表現する。

・自分の長所，興味などを整理し，職業について考えるきっかけをつくる。

・学期の区切りや年度の終わりなどに自己を振り返る。

・こあにファイル（総合的な学習の時間の記録，資料）との連動を図る。

・家庭との共通理解を図る。

３ 成果と課題

○１年間の振り返りのみならず，小学校１年生からの変容を確かめながら，自己の成

長を感じている児童が多く見られた。（特に高学年）

○行事における事前事後の変容や，体験活動を通して学んだことを記録し，振り返る

ことによって，自己の成長の確認，達成感や自己有用感につながってきている。

●各教科や学活，総合的な学習の時間の記録などとの関連付けや整理が十分とは言え

ない。また，内容が重複した記入になることがある。

めあてのページに作文を貼付こあにファイル（総合ファイル）との連動修学旅行（函館）で，村の PR パンフを配布






